
平成 20年 12月吉日 

関係各位 

 

平成 20年 11月 24日に高崎市総合福祉センターにおいて実施した第８回五色百人一首群馬

県大会

 

（後援：群馬県教委、高崎市教委、上毛新聞社、群馬よみうり新聞社、高崎・五色百人一首こども教室実行委員会）につい

て報告させていただきます。 
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おかげさまで、当日は、参加者 118 名（参加校３１校）、

名誉会長外務大臣中曽根弘文参議院議員（代理）もご臨席

し，保護者・引率者・運営スタッフを含めるとおよそ 350

名が集う盛大な大会となりました。 
▼大会参加者児童の声▼ 

▼昨年と同じで３位になれたのでよかったです。私は６年な

のでこの大会にはもう参加できないけれど百人一首を続け

ていこうと思います。（高崎・６年女） 

▼初めての大会で負けてしまったけど、楽しくできました。

来年の大会も参加したいと思います。（高崎・５年女） 

▼１回しか勝てなかったけどいい体験ができてよかったです。

来年は出れるかわからないけどできたら出たいと思います。

この大会に出て６年生ともできたのでうれしかったです。４

年に負けて悔しかったけど自分なりに良くできたと思います。
（高崎・５年女） 



▼４回中３回勝てたけど枚数差で負けてしまいました。悔しかったです。これからももっとがん

ばって優勝したいです。（高崎・４年男） 

▼楽しかったです。予選落ちだったけど自分は頑張ったと思います。来年も百人一首大会に参加

したいです。（高崎・３年男）▼ドキドキしたけれど楽しくできました。今日が初めて参加したので

ドキドキしました。お友達もやっていたのでわたしもがんばってやりました。中はあつかったで

す。 またつぎも参加をして今度もがんばりたいです。（前橋・２年女） 

▼相手が強くておもしろかったです。できたら、来年も来たいです。（前橋・２年男） 

▼全部負けちゃったけど楽しかったので、次も参加したいです。（前橋・１年男） 

●大会参加者保護者・引率者の声 

●以前より参加している子の学校が多

くなったと思います。徐々に五色百人一

首が広がっているように思います。中学

でも国語で百人一首をやるようで、この

大会で活躍した子が授業を盛り上げて

いることを聞きます。（高崎市保護者）●初

めての参加でしたが決勝まで残れて良

かったです。子どもたちの一生懸命札を

とる姿を見ることができて感動しまし

た。（前橋市保護者）●初めての参加でとて

も緊張していたようでしたがこれを機

会に日頃から百人一首に親しんでくれ

たらと思います。（吉岡町保護者）●昨年から参加させていただき今年は６年生なのでこれで終

わりとなりました。子ども TOSS デーで様々な体験をさせていただきたいへん良い機会とな

り感謝しております。大会の経験も同年代の方との対戦は刺激的で本能をゆさぶられる出

来事だったと思います。中学生でも百人一首の大会があるので生かしてもらいたいと思い

ます。ありがとうございました。（高崎市保護者）●子ども同士で毎日楽しそうに？練習してい

ました。勝ったり負けたりで泣いたり笑ったりでした。泣いていても毎日やっている姿は

楽しんでいるのか…と思ってみていました。今日の大会も緊張しながらも楽しんでいたと

思います。ありがとうございました。（高崎市保護者）●子どもが親から離れて頑張っている姿

を見てとても感動しました。（前橋市保護者）●初参加で緊張していましたが、いつもの学校と

違う雰囲気の中で試合をすることで自分に少し自信が持てたようです。とてもよい経験に

なりました。百人一首は難しいと思っていたのですが、五色百人一首を今回見学して身近

に感じられました。（前橋市保護者）●今年から五色百人一首をはじめました。難しい百人一首

も五色に分けることで覚えやすく私も一緒に楽しんで覚えることができました。大会もい

い緊張感があり、子どもも楽しかったと言っています。（高崎市保護者） 

 

これらの声を踏まえ、当支部では来年も同時期に開催したい所存です。 


